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あらまし

　織機の一部品である竹筬は、2002年に製造が
不可能となった。原因は、多くのものづくりの
場において取られている分業制度が起こした、
一つの工程が立ち行かなくなると他の工程も立
ち行かなくなるという弊害によるものであっ
た。筆者は、2003年より竹筬を復興させようと
する日本竹筬技術保存研究会への参加を行って
いる。そこで、本稿では、材料や道具の存続の
危機によりそれらを使用して作られる製品や作
品の製作に危機が訪れている事例を述べた上
で、同様の立場である竹筬の復興活動の意義を
述べた。具体的には、筆者自身の体験を通して
日本竹筬技術保存研究会の活動を追った上で、
組織として必要な要素を明確にした。そして竹
筬が辿ってきた滅亡という事態を今後は回避す
るために、材料や道具の問題を産業全体の問題
とすることの意義を考察し、竹筬を復活させる
という政策面に関してその意義を検討した。

₁．はじめに

₁.₁　道具の置かれている現状

　例えば着物が一反在るとする。この着物を作
るためには、糸をつくる人、染める人、織る人、
縫う人など、多くの工程を経ることが求められ
る。そしてそれら一つ一つの工程は、さらに一
工程を全うするための道具や原料を作り育てる
何人もの人によって支えられている。着物作り
に限らず、現代は長年続いてきた伝統技術が一
つ一つ滅ぶことによって、製品や作品が作れな

くなる状況を迎えようとしている。そして時代
の波に飲まれ既に滅んでしまった技術も存在す
る。「伝統産業の保護」と言っても、注目が集
まるのは完成した製品や作品である。その製品
や作品を作り上げるための中間の工程やその職
人たちが使う道具や材料を保護することの大切
さに気付いたのは、作るための術を失ってから
であった。
　では、なぜ製品や作品を作ることが出来なく
なるまで、中間工程や道具製作へ注目がされな
かったのであろうか。その理由の一つに、分業
体制の弊害がある。伝統工芸品の例で見てみる
と、一つの作品を完成させるためには、多大な
労力と熟練の技術が必要とされる。この労力に
関しては、材料ごとに各産地から集め、加工す
ることが求められる。技術に関しても、集めら
れた原材料を加工するための熟練した技が求め
られる。これらを全て一人の人間が行うことは
不可能に近い。そこで各仕事で作業を分担する
分業制度がとられるようになった。分業制度の
導入により、「その道何十年」と呼ばれるよう
な各工程への専念が可能になった。同時に各工
程の技術の向上から、完成作品の質が向上した。
自身の工程へ専念しさえすれば良いことから、
大量生産にも応えられるようになった。このよ
うな分業化による利点がある一方で、分業化に
よる弊害も起こった。まず、各工程の職人は自
分の工程にさえ専念していれば良いことから、
中間工程の職人はどのような完成品が作られた
かを知ることが難しくなった。同時に、ある中
間工程の職人は、自分の行った後の工程でどの
ような加工が行われるかを知らなければ、必要
な作業であったとしても不要な作業と見なして
切り捨ててしまいかねない。その職人は、前の
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工程の職人から受け取ったものへ自分の仕事だ
けを加えて、次の工程の職人へ渡せば良いだけ
なのである。
　このような仕組みと性質を持つ分業体制であ
るため、ある日一つの工程が立ち行かなくなる
と、芋づる式にその工程以後の仕事は出来なく
なってしまう。それ以前の工程も、買い手が居
なくなってしまったのであれば廃業せざるをえ
なくなる。ある工程が成り立たなくなる理由と
して、主に材料の不足か職人の不足が挙げられ
る。材料の不足は、人々の生活環境の変化から
その材料自体を作らなくなってしまった事に起
因する。職人の不足は、職人を志す者は居るに
もかかわらず、作った製品や作品の買い手の減
少により制作者の生活が成り立たないため、技
術を伝えられない状態に起因する。手焼き煎餅
焼き型作りの場を見た今崎五洋は「使い手以上
に長生きしている焼き型を使いこなす後継者が
育つかどうかが心配である。」（道具学叢書委員
会，2007，159ページ）と述べている。このよ
うな中間工程の欠如により作品が作れなくなる
事態が起こり出しているのだ。

₁.₂　本稿の目的と方法

　前節で述べたように、道具は滅ぶ運命を有す
る。このように滅んでしまった道具の一つに竹
筬がある。竹筬とは、竹製の筬1と呼ばれる機織
り機の部品の一つである。その生産が日本にお
いてほぼ途絶えてしまったのは2002年のことで
あった。しかし、手織りを行う織り手からの竹
筬を欲する声に動かされ、竹筬を復活させよう
とする「日本竹筬技術保存研究会」（略称：竹
筬研究会）が2003年７月に設立された。
　筆者は、この竹筬研究会に2003年11月29日に
行われた研修から参加している。入会当初、筆
者は筬の存在はもちろんのこと、染織について
何も知識を持たないも同然であった。このよう
に予備知識も経験も無い者が体験してきたこと
を通して、竹筬研究会という一伝統産業の復活
を目指す場で求められたことを記し、その意義
について述べたい。

　本稿は、筆者が竹筬研究会に所属し、2008年
３月までの竹筬の作り手としての活動を通じ
て、筆者が得た伝統産業の復活を行う意義とそ
のために必要な要素をまとめたものである。ま
た2008年４月からは織りを習うことで竹筬の使
い手としての経験を積んでいる。それらの活動
を通じて、修士論文に成果をまとめる予定であ
ることを追記する。
　本稿では、第一章の第一節で道具の置かれて
いる現状を述べた。本章では本稿の目的と方法
を述べ、続く第二章では伝統技術や伝統産業の
場で起こっている材料や道具不足による弊害
と、公によって取られているその措置について、
各節に区切って述べた。第三章の第一節では竹
筬自体に関する説明を設け、第二節ではかつて
の日本最大の竹筬製造企業であった日本竹筬工
業について述べ、第三節では竹筬の復興を目指
す竹筬研究会について述べる。第四章では筆者
自身の体験から、竹筬研究会の取り組みを通し
てその性格を見つめる。第五章の第一節では竹
筬が辿ってきた滅亡という事態を今後は回避す
るために、材料や道具の問題を産業全体の問題
とすることの意義を考察し、第二節では竹筬を
復活させるという政策面に関してその意義を考
察する。そして第６章では今後の展望を述べる。
　

₂．伝統技術・伝統産業について

₂.₁　各産業で起こっている道具不足

　竹筬が既に一度滅んでしまったも同然な様
に、他にも中間工程や道具作りが危機に瀕して
いることにより製品や作品自体の作成も危機に
瀕している分野がある。ここではその中から二
つの例を紹介する。
　一つ目に、藍作りにおいて必要とされるムシ
ロを挙げたい。筆者の在籍するソーシャル・イ
ノベーション研究コースで開講された「ソー
シャル・イノベーション型再チャレンジ支援教
育プログラム」（社会人学び直し講座）2で、
2009年２月２日に藍師の新居修氏3を講師とした
プログラムが開かれた。（以下、本段落はその

 1   オサ。3.1にて説明する
 2   http://sosei-si.doshisha.ac.jp/manabi/（参照日2008年３月14日）
 3   ６代目藍師。2008年２月２日現在、４人の国選定文化財阿波藍製造技術保持者のうちの１人
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場で伺った講話に基づく）日本一の藍の産地で
ある徳島県は、県全体で最盛期には200ha在っ
た藍畑であったが、一時は４haまで落ち込んだ
ものの、現在では25haにまで持ち直しており、
現在でも藍作りの技術が伝承されている。しか
し、すくも4作りの工程において藍葉を発酵させ
る際に必要なムシロが得られにくくなっている
ため、すくも作りに危機が迫っているという。
藍を発酵させる際に「お布団の様に」ムシロを
被せる。このムシロを作るためには、長いまま
の茎の藁が必要とされる。しかし、米の収穫時
にコンバーターが使われるようになったことで
刈り取った稲の茎は裁断され、長い藁は得られ
なくなってしまった。発酵は、藁に生息するパ
チルス菌により促進させられるため、ムシロは
必要不可欠である。「すくも作りを継承する上
で、今後の問題である。」と新居氏は語った。
　二つ目に、漆制作における筆の存在を挙げた
い。漆職人である室瀬和美は以下のように述べ
ている。

　蒔絵用具には、一般的には全く使われること
のない道具が多く含まれている。蒔絵筆は、書
道や絵画の筆とは作りも材料も異なっている。
それは漆という塗料が粘性が強く、しかも細い
線を引くためにより粘性を強くして使用するか
らである。先術したように蒔絵筆は、材料であ
る鼠の毛が入手できなくなったため、難しい局
面に入っている。私達蒔絵をする技術者は現在
持っている筆がなくなるともう手に入れる方法
はなくなってしまう。数年前までは鼠の背中の
毛で作られた根朱筆が一本三万円程していた高
価なものだったが、今となってはお金をいくら
出しても手に入らなくなってしまった。（室瀬，
2002，169ページ）

この事態に対して室瀬は「これからは材料や用
具がますます手に入れにくくなる時代になる
が、視点を変えた制作が必要になってくるだろ

う。」（室瀬，2002，166ページ）と述べている。
手に入るものを利用するしかないが、それらを
利用して新しい発想や技法を生み出すことが求
められるということであろう。経営思想家であ
るP.F.ドラッカーはその著書の中で以下の様に
言及している。「専門技術によってニッチ確保
に成功した企業は、たえずその技術の向上に努
めなければならないということである。常に一
歩先んじなければならない。まさに自らの手に
よって自らを陳腐化していかなければならな
い。」（ドラッカー，2007，289ページ）伝統の
ものが失われることを見過ごすままにしていて
良いとは言わないが、それでも古くからのもの
に固執するあまり時代の要求に目が向かなく
なってしまったら本末転倒である、と筆者は解
釈している。

₂.₂　公による保護措置

　1949年法隆寺金堂の火災によって壁画が消失
した事件を切掛けに、翌年「文化財保護法」5が
制定された。第一章総則第一条の「この法律の
目的」によると、「この法律は、文化財を保存し、
且つ、その活用を図り、もつて国民の文化的向
上に資するとともに、世界文化の進歩に貢献す
ることを目的とする。」と定義付けられている。
現時点における最終改正である平成一九年三月
三〇日法律第七号に則ると、この法律は文化財
を１. 有形文化財　２. 無形文化財　３. 民俗文化
財　４. 記念物　５. 文化的景観　６. 伝統的建造
物群　に分類し、定義付けている。そして1975

年に文化財保護法が改定されると、第十章文化
財の保存技術の保護第百四十七条では、「文部
科学大臣は、文化財の保存のために欠くことの
できない伝統的な技術又は技能で保存の措置を
講ずる必要があるものを選定保存技術として選
定することができる。」と定めている。この「選
定保存技術」6の制定により、公によって文化財

 4   藍葉を発酵させて作る藍の染料
 5  文化財保護法

http://law.e-gov.go.jp/htmldata/S25/S25HO214.html#1000000000001000000000000000000000000000000000000000000000000000000000

000000000

（参照日2008年３月14日）
 6   文部省告示第百六十六号　選定保存技術の選定並びに保持者及び保存団体の認定の基準による

http://www.mext.go.jp/b_menu/hakusho/nc/k19751222001/k19751222001.html

（参照日2008年３月14日）
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の保存技術の保護の必要性が唱えられるように
なったと言える。しかし、2008年３月14日現在、
この選定保存技術に選定されている技術の保持
者または保存団体は、「芸能の部」は８、「工芸
技術の部」は12である7。あまりにも少ないと筆
者は感じている。
　技術を保存するためにはどうしても活動資金
が必要となる。そこで、公募式の助成金という
形で援助を期待できるものに、「芸術文化振興
基金」がある。基金の目的を以下に記す。

「芸術文化振興基金」は、すべての国民が芸術
文化に親しみ、自らの手で新しい文化を創造す
るための環境の醸成とその基盤の強化を図る観
点から、芸術家及び芸術に関する団体が行う芸
術の創造又は普及を図るための活動、その他の
文化の振興又は普及を図るための活動に対する
援助を継続的・安定的に行うことを目的として
います。

　（芸術文化振興基金　基金の目的8より）

この助成の対象として、「文化財である工芸技
術又は文化財の保存技術の復元、伝承その他文
化財を保存する活動」9が含まれる。年一回の公
募によって助成対象が決められるという性格が
ある。また政府と民間からの援助によって基金
は成り立っているため、助成金額と助成対象と
もに年々増加している10。　

₃．研究の対象

₃.₁　竹筬

₃.₁.₁　竹筬の性格

　竹筬とは、竹製の筬と呼ばれる機織り機の部
品の一つである（図１）。筬は張られた経糸（タ

 7   文化庁
http://www.bunka.go.jp/1hogo%5Cshoukai/main.asp%7B0fl=show&id=1000011331&clc=1000000153&cmc=1000000179&cli=1000000249

&cmi=1000000251%7B9.html（参照日2008年３月14日）
 8   芸術文化振興基金　基金目的

http://www.ntj.jac.go.jp/kikin/gaiyou/index.html

（参照日2008年３月14日）
 9   芸術文化振興基金　助成対象

http://www.ntj.jac.go.jp/kikin/gaiyou/k-jigyou/k-jigyou.html

（参照日2008年３月14日）
10   芸術文化振興基金　助成実績

http://www.ntj.jac.go.jp/kikin/gaiyou/k-jigyou/k-jigyou.html

（参照日2008年３月14日）

図１
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テイト）に緯糸（ヌキイト、ヨコイト）を通し、
目を詰めるため打ち込む作業を行う際に使用す
る道具のことであり、さらに織物の幅自体も整
える一種の櫛のような機能を果たしている。竹
筬はその使用目的、すなわち糸の種類や密度に
合わせて、櫛の歯の部分に当たる筬羽の厚さや
枚数が異なる。絹織物に使用されるような筬羽
の目の細かいものでは１cmの間に17枚前後の筬
羽が入る。筬羽は長さ7.5 ～ 10cmほどで厚みは
0.5 ～ 0.05mmであるものが基本である。反りも
曲がりも凹凸もなくなめらかな600 ～ 900枚の
竹片が全て同じ大きさで40cmの枠の中に一定間
隔で組み込まれている（図２）。元「日本竹筬
工業」11代表取締役であった豊田享によると「一
番薄いものでは筬羽を透かして新聞が読めるほ
どであった」という。その筬羽を作る工程にお
いて、竹を削るために使われる道具は正直台

（ショウジキダイ）と呼ばれる。日本刀のよう
な刃が木製の台に楔で固定してある構造をした
ものである。台の前に腰を下ろし、奥から手前
に向かって竹を刃に滑らせて「引く」作業を行
うことで筬羽を削り出す。所定の枚数の筬羽を
人間の手によって均一に削り上げる技術が要求
される。また、それらの筬羽を枠に等間隔で平

行に収める作業を筬組みという。筬組み作業も
高度な加工技術が必要とされる。布を織る時に、
１. 筬の質　２. 使用する糸の性質　３. 何を織る
目的であるかが揃わないと、織り上げられる布
に筬目と呼ばれる傷が生じたり、経糸が切れて
しまいかねない。筬の製作には精密性と適合性
が求められる。
　現代の日本において圧倒的に多く使われてい
る筬は、竹筬ではなく、金属製の金筬である。
ヨーロッパで使用されてきた金筬は、日本が明
治維新を迎え、機械性の織機が導入されたと同
時に輸入された。金筬伝来以前から使用されて
いた竹筬に比べて、金筬は格段に耐久性があっ
たため、「大正一○年頃より金筬歯が出廻り、
非常な勢で全国に販路を拡げた」（穂積町，
1979，525ページ）ため、次第に日本国内に普
及していった。それでも伝統工芸品に指定され
るような反物を織り上げる人や、作家的に手織
を行う人の中には根強く竹筬を求める人もい
る。以下に、竹筬研究会で織り手を対象にして
行ったアンケートによって得られた竹筬の特徴
を挙げてみたい12。
 ・ 竹の持つしなる性質により経糸への負担が少

量で済むため、経糸が切れにくい

11   日本一の竹筬（羽）生産地であった岐阜県瑞穂市祖父江に存在した。日本で最後まで竹筬羽製造を行っていたが、2002年に廃
業した。

12  日本竹筬技術保存研究会
http://takeosa.blog.shinobi.jp/Category/10/

（参照日2008年３月14日）

図２
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 ・ 麻のように濡らした糸で織る場合、竹筬なら
ば錆が浮き織物を汚してしまうことはない

 ・ 竹という自然素材であるため手に馴染み易い
また、2007年12月８日の竹筬研究会での研修の
折りに、会員であるHさんから、竹筬だと静電
気が起きないから、それが原因で糸が抜ける事
がない、と伺った。また下村会長から、金筬は
一枚500g弱であるのに対して竹筬は100g強であ
るため、経糸を宙に浮かせた状態で筬通し13を
行う所では、竹筬の方が筬自体の重さで経糸が
下がってしまうことが起こりにくい、と伺った。
　工学博士である加藤忠一による著書『金筬お
よび筬屋』が2007年11月に自費出版という形で
出された。田口が「筬に関する研究は非常に少
ない。（中略）筬業についての歴史的研究は、
京都西陣における宝暦４年の筬仲間成業統制

（手札発行）から筬業と非差別の関係を強調し
たものに限られる。」（田口，2003年，37ページ）
と述べている通り、加藤の著書は国内初の筬に
関する専門書であった。このことからも明らか
な様に、竹筬についての研究資料はあまりにも
少ない。

₃.₁.₂　日本竹筬工業

　1.2で竹筬の生産がほぼ停止したのは2002年の
ことであったと述べた。この原因は筬を組み立
てる工程を行う最後の職人であった、森助一14

が2002年に体調不良により仕事を行えなくなっ
たからである。森氏が仕事を辞めたことによっ
て、筬羽を製作していた日本竹筬工業も解散し
た、と日本竹筬工業の代表取締役であった豊田
亨は話す。さらに、筬作りは昭和50年代以降は、
祖父江で作られた筬羽を各地の組み立て職人が
製品にすることで販売がなされていたという。
ここで注目すべきは、「各地の織物産地で最後
の一軒として活躍する筬職人の聞き書き記録で
共通するのは、『先代の頃には竹の伐採から行っ
ていたが、今は筬羽を岐阜県の業者から取り寄
せている』ということである。」（田口，2003年，
　ページ）各地で作られた竹筬の大元は岐阜県

の一業者が担っていたのだ。下村輝は以下の様
に述べている。

　そこそこの数量を手仕事で大量生産するには
この分業制度は有効できたが、均一な物から自
分だけの個性的な物への消費者の方の要求は時
代と共にこの制度での対応をむつかしくしてい
ます。分業の世界の仕事では加工していくらの
生活ですから、その加工だけで生活できない数
量になると廃業、突然一部が止まると全体が止
まります。竹筬がまさにそれです。（中略）筬
羽の竹は九州から、これも風前の灯火とのこと、
竹林を守り切り出し、原材料に加工されていた
人がおられたこと、人と人とのつながりがあり、
そこにお互いの経済が成り立って初めて一つの
ものが出来上がっていたことに、あまりにもな
れすぎ無関心だったと思っています。

（下村，2002，#202）

　最後まで日本の竹筬を支え続けた日本竹筬工
業は竹筬の歴史を語るに当たって必須の存在と
言えよう。日本竹筬工業が存在したのは岐阜県
瑞穂市（旧穂積町）の祖父江の地であった。こ
の地で竹筬作りが始められたのは、嘉永５年か
ら６年（1855年、56年）頃ではないかとされて
いる。祖父江は３つの河川が集まる地域である
ため、常に水害に悩まされていた。不作続きで
貧困に喘ぐ百姓の救済措置として、近隣に織物
産地が点在することから、土地の有力者であっ
た栗山拓治郎が農家の副業にと竹筬作りを導入
したことが竹筬生産の切掛けであった。「昭和
22年（1947年）に設立された日本竹筬工業は（設
立当初は美濃製歯株式会社）、明治16年（1883年）
の祖父江竹筬組合を前身とし、平成13年（2001

年）に解散するまで、竹筬羽および竹筬の注文
受付・販売と原材料の購入を行ってきた。戦後
は朝鮮動乱のころに最盛期を迎えるが、その後
の売上げは下降していき、廃業時の平成13年度
には、最盛期15の40分の１になったという。」（田
口，2003，39ページ）（括弧（）内は筆者によ
る補足）とある。

13  経糸を１本ないし２本づつ、筬羽の一目一目に通して行く作業
14  岐阜県瑞穂市祖父江の竹筬職人。筬の製作を一環して行っていた。2002年10月ご逝去
15   昭和25年頃。祖父江の８割の家が竹筬作りに関わっていた。日本竹筬工業では、最盛期には月産筬２万枚を製造しており、

JAPAN BAMBOO-REEDS&CO.としてインド・パキスタン・フィリピン・中国（台湾）・ベトナム・朝鮮と国外にも輸出を行っ
ていた旨が『穂積町市』に書かれている。
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₃.₂　日本竹筬技術保存研究会

₃.₂.₁　発会の経緯

　メディアの発達により欧米のファッションを
目にする機会が増えると日本人の着物離れが進
んだ。これらの影響を受け、竹筬の主力出荷先
であった全国各地の手織り業は生産の規模を縮
小せざるを得なかった。手織りに携わる人の数
の減少により、その道具の一つである竹筬の需
要も少なくなっていった。織り手が新たな竹筬
を求めた時、周りに在った織り作業に携わらな
くなった者の竹筬を譲り受けることで間に合わ
せた時期があった。そして、それでは竹筬の供
給が間に合わなくなり、手織りを継続していた
織り手が新規の筬を欲した時には、既に日本の
竹筬は絶滅に瀕していた。将来を悲観した竹筬
職人自身が後継者を育成しなかったのだ。そし
て、2002年にその生産は止まった。分業制の弱
点は、一つの工程が失われるとそれ以降の工程
も生産が止まってしまう点が挙げられる。
　その様にして失われた竹筬であったが、求め
る声が絶えることは無かった。それらの竹筬を
欲する声を受けて動き出したのは京都の撚糸屋
の主人である下村輝であった。下村氏は手織り
をする人々を直接の顧客としていることから、
いち早く竹筬が手に入らない状態を聞きつけた
のであった。声の主である織り手たちは大半が

女性である。そのため自分で高度な竹細工を行
うことは難しかった。専門に竹筬を作る人を探
すことが求められた。下村氏は機料品店を当た
り、竹筬は祖父江で作られていたことを突き止
めた。染織と生活社で出版された『月刊染織α』
のインフォメーション欄に下村氏が「竹筬の現
状」と題した記事を載せたところ、その記事が
文化庁文化財部伝統文化課のK女史の目に留
まった。K女史は下村氏へ、竹筬作りを祖父江
の職人に習ってみないか、と提案をした。また
芸術文化振興基金という形で補助金を得られる
可能性についても紹介した。かくして、2003年
７月にまた同年11月29日より施行された会則に
則り、下村輝は会長に選任された。「日本竹筬技
術保存研究会」は発足した。その後、毎年竹筬
研究会は芸術文化振興基金の対象として選ばれ
ている。

₃.₂.₂　事業内容

　竹筬の復興と持続的に市場へ出すことを竹筬
研究会の目標にして、まずは竹筬復興のための
研修を始めた。場所は岐阜県瑞穂市祖父江の「日
本竹筬工業」時代からの竹筬職人の自宅にある
作業部屋であり、月に２回のペースで行われて
いる（図３）。その指導を行なっているのが豊
田亨と竹筬職人である豊田義男、豊田陸雄であ
る。他の元職人の一人が使用していた正直台を

図３
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はじめとする道具他20点を使用して、竹を割り、
筬の形に組む技術を毎回の研修を通して身に付
けていく。豊田義男、豊田陸雄の両氏は筬羽を
作る行程までの職人であったため、残っていた
資料をもとにして筬を組む技術を再現した。
2003年11月29日に定められた竹筬研究会会則16

には、その目的と事業を以下の様に記している。

　（目的）
第三条　本会は、竹筬および竹筬羽の製造技術
の保存および継承と、そのための記録調査研究
に努めることを目的とする。
　（事業）
第四条　本会は、前条の目的を達成するために
次の事業を行う。
１） 竹筬および竹筬羽の製造技術の伝承者養成

と技術の錬磨
２） 竹筬および竹筬羽の製造技術の伝承者養成

にとって不可欠な諸道具、材料の問題や継
承した技術が生きる環境作りに関連した複
合的問題に対応するための調査研究

３） その他、目的を達成するために必要な関連
事業

　竹筬研究会の会員は、正会員（竹筬および竹
筬羽の製造技術の技術研修に参加し、技術伝承
と伝承者養成に携わる者、または技術の記録や
調査研究活動に携わる者）、特別会員（竹筬お
よび竹筬羽の製造事業に直接携わってきた者
で、技術伝承者の養成において技術指導をお願
いする者の５名。内１名は名誉会長。内１名は
逝去している。）準会員（正会員の事業活動へ
の協力者）、賛助会員（事業目的に賛同する者）
で構成され、正会員の中から会長、理事を５名
出している。その内一名は副会長、さらに内一
名は事務局で、監事も２名定めている。2008年
５月５日現在、100人近くの方が竹筬研究会に見
学にいらした。その中で毎回の研究会の参加者
は10 ～ 15人ほどである。その参加者のうちの
多くがほぼ毎回参加する人であることから、参
加者はほぼ固定されていると言っても過言では
ない。

₄．筆者の体験を通した竹筬研究会の取り組み

₄.₁　第一期　参加の切掛けと初期の参加

　筆者が竹筬研究会へ初めて参加を行ったのは
2003年11月のことであった。社会系学部の大学
一年生であった筆者は、自身の研究対象を決め
かねていた。偶然耳にしたある教授の講話に興
味を持ったことから、その教授の研究室の扉を
叩いた。そして、教授に「きみは何に興味を持っ
ているのだね？」と尋ねられた。筆者は答える
ことが出来なかった。漠然と福祉関係に興味を
持っている旨、図画工作の類を趣味として好ん
でいる旨のみ伝えた。それならば、と紹介され
たのが竹筬研究会であった。その教授は、もの
づくりの研究を活かして竹筬研究会で理事を
行っていた。竹筬と呼ばれる機織り機の一部品
の生産が途絶えてしまい、その復興を目指す団
体であると伺った。筆者は織物の知識は無いも
同然であったため、教授からの「オサって知っ
ていますか？」という問いかけには、当然「い
いえ」と答えた。筆者と布の関わりは、生産さ
れ製品として供給された衣服を身につけるとい
う消費者であり使用者の立場でその恩恵を賜っ
ていたのみであった。生産方法の一つである手
で布を織るという行いに関しては、昔話を通し
てそのような行為が存在することを知る程度で
あった。このような状態で、竹筬研究会への第
一回目の参加を行った。
　研修地である祖父江へは最寄りの穂積駅まで
電車で２時間半の道のりであった。研修は13時
から16時半頃まで行われた。まずは研修場であ
る竹筬職人の家の居間で、下村会長による全体
説明が行われた。その折に、「今日は大学生の
見学者が来てくれました。」と、にこやかな笑
顔と共に、受け入れの雰囲気があったことに筆
者は不安の感情が緩んだことを覚えている。「若
い人にも興味を持ってもらい、研究会に来ても
らいたい。」という下村会長の言葉は、竹筬が
途絶えた原因に起因するものだということを
後々の説明から理解した。
　筆者は初めて竹筬を目にした時の衝撃は今で

16  日本竹筬技術保存研究会　会則
http://takeosa.blog.shinobi.jp/Category/6/

（参照日2008年11月14日）
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も鮮明に覚えている。日本竹筬工業時代に作ら
れた竹筬を見せられた時、竹製の枠の中に何百
枚もの筬羽が収まっている構造に気付くことが
出来なかった。全て同じサイズの筬羽が整然と
並んでいるため、調度品にも成るのでは、とい
う印象を受けた。筬羽を削り出す作業を実際に
行ってみたが、竹は途中で千切れ、凹凸は生じ、
一枚も同じ厚さに削り出すことは出来なかっ
た。当時の筆者の日記を読み返すと、「頭では
分かっているはずなのに」という嘆きが綴られ
ていた。「ほいじゃーワシがやってみるかのぅ」
という掛け声と供に、先生役である竹筬職人の
豊田陸雄はお手本を披露してくださった。ご高
齢のため普段は足取りもおぼつかないにもかか
わらず、その作業は目にも止まらぬ早さと正確
さがあった。当初他の会員の方に「陸雄さん（の
作業は）何してるか見えないよ」と言われてい
たことに筆者は半信半疑であったが、納得せざ
るを得なかった。正直台は長年使い込まれた木
製品独特の艶を放っていたことから、一層の威
厳を感じた。　
　自分もこのような技術を身に付けたい、そし
て筬を欲している人に貢献したい、頑張ろう、
と意気込みを抱くには充分な魅力を筆者は感じ
ていた。そして出来ることならば職にして生計
が成り立てば良いとの夢を持った。

₄.₂　第二期　技術修得への挫折の時機

　「自身も竹筬を作れるようになりたい」と願っ
て参加を始めた竹筬研究会であったが、困難は
すぐに訪れた。まず、参加が出来ないのである。
当時は月に２回金曜日に研修は行われていた
が、金曜日は大学の授業が入っていた。１年ほ
ど過ぎると、今度は土曜日に研修は行われるよ
うになった。しかし、土曜日は所属していたア
ルバイトで特に出勤が求められた。何とか都合
を付けて竹筬研究会への参加が適っても、前回
の参加から時間が経ってしまっているため、手
の感覚はまた一から取り戻すしかなかった。加
えて、８畳ほどの場所で一度に作業を行える人
数は道具数から４人までしか適わなかったた
め、毎回の研修における１人の作業の持ち時間
は満足のいくものではなかった。さらに、正会
員であれば片道分の交通費の補助が支給される

とはいえ、往復5000円の交通費も抵抗感を感じ
る一因であった。そして竹筬作りを将来職とす
ることは現時点では間違い無く無理であること
を知った。竹筬作りのために時間が拘束される
割に収入が得られないのだ。最盛期の頃でさえ、
竹筬作りを専業に行っていた家は限られてい
た。そもそもの需要が少ない現代では、まず間
違い無く竹筬作りを収入源と考える程の採算は
取れないと研修を通して知った。次第に筆者は
竹筬作りへの情熱が薄れて行った。
　竹筬作りへの情熱は薄れていったものの、会
への参加を願う心までもが失われることはな
かった。その理由は、一つは竹筬作りという行
為へ敬意を抱いていたためである。使用してい
る道具は簡素なもののみであるにもかかわら
ず、人間の手の感覚一つで自在にサイズを調節
し同じものを何百と作り出す技術は、とても一
朝一夕で身に付くものではない。この難しさは、
自身も体験したことにより印象深く感じたので
あった。二つめの理由として、竹筬研究会の会
員から話しを聞くことを参加の楽しみとしてい
たためである。竹筬研究会会員の募集は、主に
染織と生活社から出されていた『月刊染織α』
を通して行われた。したがって、おのずと染め
や織りをする人ばかりで会員は構成された。会
員の間で取り交わされる染織に関する話題を耳
にするうちに、次第に筆者も染織の世界へ興味
を持つ様になった。
　さらに１年経った頃、会員の協力によって道
具は量産され、自宅研修が推奨されるように
なった。以前にも増して参加が遠のいていた筆
者に対して、何かと気にかけてくださる会員の
１人が「アナタがお休みしていた間に、私たち
はここまで上達したのよ。」と冗談まじりに励
ましてくださった。しかし筆者は、そのことば
に奮起する気さえ起こせなかった自分自身に対
してショックを受けた。それでも自宅で行えば
上達するかもしれない、という一縷の望みにか
けて、道具と材料をお借りした。しかし、自宅
での練習も上手くいくことはなかった。材料で
ある竹は使用前には数日間水に浸けて柔らかく
しておく必要があった。竹は40×３センチほど
の竹片に割られたものとはいえ、その束は重く、
夏場は水もすぐに腐敗してしまうため、頻繁に
水を変える必要がある。そして練習を行うと、
刃の角度の調節は上手くいかず、難儀の後いざ
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始めると周りに竹クズが散った。６畳一間のア
パートの一室では、これらを行うスペースを確
保することにも骨が折れた。案の定、宝の持ち
腐れとなってしまった。その年の年度末に道具
は返却した。毎回研修の連絡をくださる下村会
長に申し訳ないと思いつつ、大学４年生時には
年間２回しか竹筬研究会の研修へ参加しなかっ
た。
　この時期に筆者が感じていたことは、もどか
しさであった。竹筬研究会のために何か役に立
ちたいと思っているにもかかわらず、何も出来
ない自身を不甲斐なく感じていた。何も能力を
持たないため、竹筬作りという形でしか竹筬研
究会に関わる道を見出せないでいた。その唯一
の道である竹筬作りを身につけることは絶望的
としか言えなかった。竹筬研究会会員は50代以
上で他につきっきりの仕事を持たなくても暮ら
して行ける人が大半を占めている。そのことも
あって、下村会長からの「若い人にも興味を持っ
てもらい、研究会に来てもらいたい。」という
言葉は相変わらず事在るごとに伺っていた。「鳥
居さんのような若い方は、まず来てくれること
に意味があります。そしてどんどんお友達を
引っ張って来てください。」という言葉に、無
条件で迎えていただける嬉しさ、若さという筆
者の能力ではないことでしか役に立てていない
もどかしさ、期待されることさえ行えない申し
訳なさを筆者は感じていた。自身は何も能力を
持たない「おもちゃ」の様であると感じていた。

₄.₃　�第三期　ウェブサイト運営責任者
としての参加

　2007年、筆者は大学院に入学した。所属する
ソーシャル・イノベーション研究コースの取り
組みの一環として、学生はフィールドワークと
して各自現場に入ることが求められた。筆者は
フィールドの選定にひどく苦心した。そしてふ
と気付いたのが竹筬研究会であった。「今度こ
そ上手く関わる手が得られるかもしれない、駄
目ならその時考えよう」と竹筬研究会への再度
の参加を決めた。その一方で、相変わらず毎回
の研修連絡をいただいていたにも関わらず、
真っ先に竹筬研究会をフィールドとして候補に

挙げることが出来なかった自身を悔やんだ。
　大学院入学後最初の研修への参加は６月に
入ってのことであった。しばらく参加していな
かったため、参加者の半分も顔と名前が分から
なかった。また、筆者にとって馴染みの深かっ
た方で最近は参加が見られない、という方も居
て寂しさを感じた。
　「鳥居さん、竹筬研究会のホームページを作っ
てください。」これは、毎回研修の最初に行わ
れる下村会長の全体説明の時間の中で筆者に向
けられた言葉である。竹筬も一応形にすること
が出来、現在は各地の織り手に試し織りをして
いただいて、問題無く竹筬が使えるかどうか試
している。「竹筬の完成は作り手が判断すべき
でない。使い手にしか判断できない。」これは、
豊田亨が頻繁に強調される言葉である。そう
いった使い手からの返答結果を随時竹筬を欲す
る方々に発信していくために、また竹筬の存在
自体を知らせていくために、さらには使い手の
竹筬への意見を得るために、最も利用されやす
い情報発信の手段としてウェブサイトの開設を
しなくてはいけない、と下村会長は言われた。
竹筬の情報を求める人の半分以上は、おそらく
パソコンに疎い高齢者であろう。それでも、世
の中に広くアピールしていくためにはウェブサ
イトという手段は充分有効である、という下村
会長の見解であった。「われわれはパソコンを
触ることすら億劫なんです17。学生さんの得意
分野を生かしてください。」と言われたことだ
けで、筆者は「今日、竹筬研究会へ来て良かっ
た！」と思った。筆者は2004年頃にも竹筬研究
会の活動報告を載せたウェブサイトを作ったこ
とがある。しかしこの時はどのような情報を載
せれば良いのか分からず、結局は内容が薄いま
ま更新もほとんど無いものとなってしまってい
た。このウェブサイトは2007年に削除している。
筆者はウェブサイトの運営に関して特別な知識
が有ったわけではない。しかしキーボードくら
いは不自由なく打つことが出来るし、2004年に
作成したウェブサイトを今度こそきちんと作り
たいとの思いもあり、ウェブサイト運営責任者
として竹筬研究会へ関わることを決めた。同時
に技術の修得は諦めた。ウェブサイトの内容は、
閲覧者が竹筬研究会のみでなく竹筬自体に関し
ても知ることが出来る内容にする点を下村会長

17   実際その日の参加者に伺ったところ、半分以上の方がパソコンを利用したことがなかった
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から求められた。またデザインとして、毎回の
研修の日にちが一目瞭然である点が求められ
た。他は筆者の一存で決めて良いとのことで
あった。個人情報の掲載に関する点は、その都
度本人と相談することにした。
　数々のアドバイスをいただき結局４度に渡る
ウェブサイトの形態の変化を経て、2008年３月
14日現在公開されている形態18での公開を始め
ることが出来たのは2007年10月に入ってからで
あった。更新の手軽さからブログ形式のものに
した。日々のアクセス数は指で数えられるほど
であるが、それでも毎日誰かに見てもらえてい
ることは確かである。このウェブサイトを見て
下村会長のもとへ竹筬作りに関する問い合わせ
の電話があったという旨を2008年２月23日の研
修の折に伺った。コメント欄には、2004年度を
中心に竹筬研究会に積極的に参加しておられた
がお仕事の関係上参加が適わなくなった方から
応援メッセージをいただくことができた。また、
このウェブサイトには立ち上げ時よりアクセス
解析の機能を付けた。このことにより、どのよ
うな単語を検索した結果アクセスしているかが
分かる。2008年５月５日現在、検索エンジンを
経由してのアクセスは141回あり、その中で最
も多い45回は「竹筬」、次いで13回で「日本竹
筬技術保存研究会」であった。
　筆者はウェブサイト運営責任者として竹筬研
究会に関わるようになったことで、ようやく自
身の居場所を見つけられた思いであった。その
理由は、2008年３月12日に下村会長と電話で交
わした話題に象徴される。まず下村会長が筆者
に、福岡の方から竹筬研究会のウェブサイトを
見たとの連絡があった旨を伝えてくださった。
そして下村会長からの「横の繋がりが生まれま
すね。」という言葉は、筆者が何よりも欲して
いた竹筬研究会に貢献するということを、一つ
明確に示していただいたことになる。さらには、
竹筬研究会ウェブサイトのアドレスの判子を下
村会長は作られたとのことで、「（家業である）
糸の発送をする時に全て袋に押しますので、ま
た（竹筬研究会ウェブサイトを）見る人が増え
るでしょう」（括弧（）内筆者補足）と話して
くださった。竹筬研究会ウェブサイトは世の中

の人々に見ていただけるだけの内容がとりあえ
ず組み込められている、と下村会長に判断して
いただいていると筆者は捉えた。「ワシゃ糸車
を作るけどよ、鳥居さんはホームページを作れ
ば良いだで。みんなそれぞれ得意分野が有るだ
でよ。みんなで竹筬研究会を作ってっとるだ
で。」2008年１月26日の研修の場で、竹筬研究
会会員の一人からぽろっと言われた言葉に筆者
は涙をこらえるのに必死であった。
　ウェブサイト運営責任者として関わるように
なってから、会の問題点に気付くようになった。
まず、研修場をめぐるものがある。現在、研修
場として指導職人の個人宅の作業場を使わせて
いただいている。玄関を入り、土間の右手に６
畳ほどの作業場が、左手には居間が並ぶ昔なが
らの作りを残した家屋である。しかし作業場と
いっても２～３人で鋭利で大型の刃物を使う作
業をしていたのであるから、研修の場として10

人以上が詰めかけるには当然のことながら手狭
だ。「せっかく岐阜まで来てるのに実質作業で
きる時間って３時間ちょっとでしょ？かといっ
て、その時間フルで道具が触れるわけでもない
し…。」、「おうちで作業しようとしても、一つ
分からないと先に進めないじゃない。研修は２
週間に１回だから、その間もどかしい気持ちで
ねぇ。」このつぶやきは、それぞれ2007年12月
８日と2008年１月26日の研修でのおしゃべりの
際に聞かれたものである。研修場の困難、自宅
研修の困難は4.2で述べた筆者の体験と同様の困
難を他の竹筬研究会会員からも聞かれた。その
ような理由から、せめて研修場ぐらいは有効に
使える環境を整えてほしいという要望が出た。
　研修場をめぐる問題については、下村会長は
以下のような見解を持っていることが分かって
いる。「自分もいつまでも職人の家に甘えてい
てはいけないとは思っている。現在の作業場で
さえ、職人の家族に家を新築したいと言われた
ら無くなることは目に見えている。当然、どこ
か新しい作業場が見つかればそれに越したこと
はない。しかし、新しい作業場を得ると新たな
問題も発生する。指導職人が高齢で体も不自由
なことから、移動が大変である点、新しい作業
場を誰が管理するかの問題点、光熱費の負担、

18  日本竹筬技術保存研究会
http://takeosa.blog.shinobi.jp/

（参照日2008年３月14日）
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新たな道具の作成、廃材の処理、といったこと
が現時点で既に心配される。知多木綿の現場の
様に、市に木綿蔵を借りることが出来ているの
は、木綿作りは地域の人が参加しやすく、地域
教育にも役立ち、気軽に利用してもらえそうな
テーマであるから。筬はあくまで織機の部品で
あって馴染みが浅く、また高度な技術を必要と
し、使う道具も単純ではあるが危険性は高いた
め、地域に施設の提供を求めることは難しい。
それでも探してみる必要が有ることは確かであ
る。」と述べた。
　下村会長に場所をめぐる問題を問いかけたの
は2007年７月28日に開かれた総会の場の後のこ
とであった。竹筬研究会ウェブサイトの記事の
一つとして、竹筬研究会への問題や思い入れを
得ようと、その場で簡単な記述を求めた。しか
し、記述による回答の中には、問題点を挙げた
ものは無かった。研修場をめぐる問題の指摘は、
総会が終わった後にその日の出席者の一人が筆
者にこっそり耳打ちしてくださった内容からで
ある。発言者の名を伏せて、会員から指摘があっ
た旨を下村会長に伝えたことで、上記の回答を
得た。この会員の訴えを皮切りにして積極的な
研修場探しは進められている。
　このことはさらに、研修場所をめぐる問題の
みならず、会員の発言の場を整える必要性につ
いて気付かされた。積極的に竹筬研究会の問題
点を挙げて改善を呼びかけることに竹筬研究会
会員は抵抗感を抱いていることが予測される。
半年に一度の総会の場でしか、全体に意見が求
められる場はない。普段の研修の際も、一刻も
早く作業に取りかかろうと、業務連絡以外の時
間は設けられていない。気軽に問題点や提案を
指摘できる雰囲気や機会を設ける必要がある。
　さらには、広報をめぐる問題もある。竹筬研
究会の存在を知らしめる方法として、『月刊染
織α』偶数月のインフォメーション欄、ワーク
ショップでの紹介、ウェブサイト、口伝え、と
いう方法がとられている。筬の存在自体が一般
には知られにくいことは、織りという専門分野
の道具の一部分である性質から、半ば仕方がな
いと筆者は思っている。しかし、竹筬を説明す
るに当って付随する、伝統産業における道具の
置かれている状況（5.1にて詳述する）を世の中
に知らしめるためには、やはり積極的な広報活
動が必要不可欠であるのだ。しかし何を行うに

しても、資金の問題から積極的な活動は行えな
いでいる。　

₄.₄　小括

　以上の様に、やや冗長の感は否めないものの
筆者が体験してきた竹筬研究会での関わりを見
て来た。ここから、竹筬研究会の主たる目的で
ある技術修得者となるために必要な条件を挙げ
てみたい。
　１．時間に自由がきく人
　２．収入を他から得ることが出来る人　
　３．岐阜県近郊に居住する人
上記の３点は、筆者の体験以上に現在の竹筬研
究会研修参加者の常連組の傾向を見ることで導
き出すことができる。以上の様な条件に適う人
は、中部・近畿圏に居住する退職者や子離れし
た主婦が主な対象となる。
　したがって先ほども少し触れたが、竹筬研究
会へ通う人は60、70代が中心である。立場や趣
味が似通った人が集まるので、手作業やおしゃ
べりを楽しむ一種の社交の場となっていること
も事実である。この点は本旨から逸れるので割
愛する。60、70代が中心と言えど、日本人全体
の寿命の延長や、竹筬作りという手仕事に「定
年（退職）」の時期は無いことから、極論を言
えば「100歳現役」もあり得ないことではない、
とは下村会長の口から度々聞かれる談である。
　生活の糧を得なければいけない若者は確かに
技術修得者としては関わりにくいと言えるであ
ろう。それでも若者であることを生かした視点
で竹筬研究会へ関わり、一躍を担えるという自
信を持つことが出来る手がかりを、筆者は自身
の体験から得られたつもりである。　
　そして、ウェブサイトが与える効果について
見てみたい。4.3で竹筬研究会のウェブサイトを
作る目的として、竹筬の作り手と使い手の相互
の情報交換の場となることと述べた。そもそも
情報交換が成立するためには、竹筬研究会の側
でも多くの情報を発信していくことが求められ
る。その状態は、多くの情報をウェブサイト上
に蓄積していく作業にも繋がる。竹筬の他にも、
2.1で一例を紹介した様に、求められているにも
かかわらずその存在の存続が危うい道具は、こ
の社会には多数存在しているであろうことが予
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想される。それらの道具作りを復興あるいは復
活させる活動をされている方々へ、道具作りの
一つの事例として紹介し、さらには何らかの参
考になれることを筆者は期待する。ここで情報
のやり取りを通じて道具を越えた繋がりが生ま
れ、滅びていくことを強いられている道具作り
が再生されることにより先人たちの素晴らしい
知識と技術を次世代にも遺すことが出来ること
が期待される。

₅．考察

₅.₁　産業全体の問題と捉える意義

　竹筬研究会は、当初の目的である竹筬製作技
術を復興させる段階には到達することができた
と言えるであろう。しかし、まだ市場に竹筬を
出すことは叶っていないため、そもそも竹筬研
究会の設立の切掛けを与えた織り手へ、竹筬を
届ける段階には到達していない。そこで、これ
までの竹筬研究会の活動からその意義を考察し
てみる。
　この研究会の特性として注目したい点は、受
け継がれてきたものの一度は途絶えた技術を現
代の人々の手によって再び蘇らすという作業を
行うことにより、技術を保存する現場を考える
機会と場をもたらしたということだ。それは、4.3

で見て来たように、技術習得のためにはより適
切な研修場所の確保、竹筬研究会が円滑に進展
していくための諸制度の整備、積極的な広報活
動、またそれらを支えるための運営資金の確保
が必要であるという要素の重要性が実際の現場
でもって判明したのであった。
　これらの動きはさらに、製品や作品を支える
中間工程や道具の特性や属性も変化させざるを
得ないということを主張している。これまで完
成品を作り上げるための道具や材料はその品よ
りも下位にとらわれがちであった。しかし今後
は、そのような道具や材料の大切さを認識し、
業界全体で守っていく動きが必要とされるので
はないか。そのため、それらの道具や材料を作
ることに携わる人々の意識もより積極的なもの
へと変えていくことが求められる。文化庁によ
ると、「文化財を支えその存続を左右する重要
な技術」と既に中間行程の大切さが位置づけら

れている。また、経済産業省でも、「伝統的工
芸品の指定は、当該伝統的工芸品の製造に係る
伝統的な技術又は技法及び伝統的に使用されて
きた原材料並びに当該伝統的工芸品の製造され
る地域を定めて、行うものとする。」と、産業
全体で守る旨が示されている。
　以上の点から、職人を支えていくことを目的
とした織物業界全体のコミュニティの整備が必
要とされることは明白である。そして支援者が
増えるような活動を、竹筬研究会はより積極性
を持って取り組むべきである。

₅.₂　政策面からの検討

　もう一点、そもそも実際は求められていない
ものであるのに、竹筬研究会では無理矢理竹筬
を復興させているだけなのでは？という疑問が
抱かれることが予想される。このことは、日本
竹筬工業が解散した際には、最盛期の40分の１
の生産であった点から推測されるのであろう。
需要のないものの復興を、ここ数年聞く機会が
増えた「スローライフ」や「ロハス」という言
葉に便乗して行っているだけではないのか、と
いう疑問である。
　この回答として、竹筬研究会での竹筬の復興
には周囲からの要望があった上でなされた点を
述べたい。竹筬を使用する意義は環境への配慮
やノスタルジー感が先立って行われたものでは
ない。これらは後から着いた付加価値に過ぎな
いのだ。また2.2で述べた通り、文化庁では文化
財の保存技術の保護を「文化財保護法」で定め
ている。したがって、政策の主体は文化庁であ
ると想定する。
　5.1で述べた通り、竹筬研究会の試みの意義は
中間工程・道具・材料の持つ重要性について、
その実践を持って社会に対して気付かせた点か
ら、大きいと言える。であるからこそ、竹筬の
民族学的な魅力や竹筬の技術保存に取り組んだ
人々の個人的な情熱のみならず、歴史や文化に
支えられた道具の価値に対する、多方面に渡る
理解と共感の輪が会の活動を進展させ、竹筬の
生産者をも生み出し、織物産業のための消費材、
すなわち道具としての竹筬を現代に復興させた
のである。
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₆．今後の展望
　
　1.2でも触れたように、筆者は2008年４月から
織りの技術を習っている。奄美大島に移住し、
大島紬の織り方を習うことを通して、竹筬の使
い手としての立場を得るためである。大島紬を
選んだ理由は、独特の色に強く惹かれたからで
ある。2008年５月５日現在の約一ヶ月の間にお
いて、現役の織り手からは「竹筬の方が使い易
いけど手に入らないから」といった嘆きの声が
聞かれた。筆者は竹筬がまだまだ需要があるこ
とを確信した。山口（2007）が「よい社会を創
造する実践に臨む人々は、研究者であるか実践
者であるかと問われる必要はなく、双方がとも
に不可分の実践者（アクター）として捉えてよ
いのだ。」と指摘することを受けて、筆者自身
が竹筬を必要とする人々と毎日接することがで
きる環境に身を置いていることを活かして、竹
筬を普及させるにあたってのより適切な方法を

現場から模索していきたいと考えている。
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